
活動名称 活動概要 助成額

1

特定非営利活動法人母

と子の生命をつなぐ

オーバージーン

新潟県新潟市

OHANA食堂に通ってく

る子ども達、ひとり親家

庭の子ども達のための配

食。通うことが難しい家

庭へのお弁当の宅配事業

子ども達、ひとり親家庭の子ども達、コロナウイルスで苦境におかれている家

庭の子ども達、保護者の方に毎週水曜の午後新潟市で居場所と食事を提供（子

ども、シングルファザー・マザーは無料）受け取りに来ることが難しい子ども

たちや家庭、高齢者には宅配で対応。

居場所の開催が困難な場合はお弁当を配布。また併せて相談支援活動を実施。

272,000

2
特定非営利活動法人

フードバンクにいがた
新潟県新潟市

困難な状況にある母子家

庭及びこども食堂や支援

機関への緊急食糧支援事

業

フードバンクを通し県内の生活困窮者やひとり親家庭への食品支援に参画する

市民、企業等を対象に「県下一斉フードドライブキャンペーン」を実施。キャ

ンペーン期間は10月の1ヶ月とし、そのためにポスター、チラシの製作、配付

を9/1～9/30までの間で実施。

集まった食品は社協などを通じ生活困窮者やひとり親家庭へ配布される。

300,000

3

特定非営利活動法人新

潟県ゲートキーパー協

会

新潟県新潟市

新型コロナ感染下で困難

な状況にあるひとり親家

庭親子のメンタルケア事

業

新型コロナ感染下で、経済的・社会的に困難なひとり親家庭親子を対象に、親

子のリフレッシュの場づくりとして無料のママカフェを開催。無料の保育をつ

かママたちだけでのおしゃべりの場を創出するとともに保育では読み聞かせや

ゲーム、おやつタイムを設け子どもたちのリフレッシュを図る。場所は三条市

を予定。前回の助成を受けて開催したママカフェには大勢の親子の参加を得、

2回目の実施の要望も多かったことから今回申請した。

300,000

4 子どもみらい食堂 新潟県長岡市

「子どもみらい食堂」に

通ってくる子ども達や子

育て世帯、地域の方々へ

のお弁当による生活支援

や、子どもたちへの学習

支援

コロナによる休校や分散登校、給食休止、夏休み短縮で困り感を覚えている子

育て世代・地域の方々を対象にお弁当をこども食堂と同価格で提供し、開催回

数も増やす。フードバンク等の協力で保存できる食材もパントリー形態でお土

産として渡し、生活を支援する。第2、第4土曜に開催。また、同様に塾に行か

せることができない困り感を抱えている方に対し、近隣の大学生塾講師やボラ

ンティアなどと共に学習支援を行う。

236,000

5
新潟県フードバンク連

絡協議会
新潟県三条市

困難な状況にあるひとり

親家庭のための緊急食糧

支援事業

新型コロナ禍で急激に経済的・社会的に困難な状況に追い込まれている頼り先

が少ないひとり親家庭に対する迅速な食糧支援を可能にするため、「新型コロ

ナ緊急対策子どもの未来応援プロジェクト」を立ち上げた。約1,000件のひと

り親家庭を対象に4か月で40トンの食糧支援を実施。また活動従事者として保

育士、看護師、カウンセラー、ゲートキーパー等を配備し戸別訪問、ヒアリン

グ時にメンタルケアや生活状況を見守り、必要な場合は専門機関に繋げ子ども

の虐待や自殺予防にも寄与する。

300,000

6 きら☆喜楽こども食堂 新潟県新発田市

地域の子どもや家庭の為

の配食事業、子どもへの

学習支援事業、地域の子

どもと居場所としての事

業

地域の方々、各家族で家庭のことを頑張っているお母さんたちが少しでもホッ

とできる、心から安らぐ場になってもらえればと食堂ができない時期は弁当を

配布。またオンラインでの学習支援を実施。

10,000

7
特定非営利活動法人

ピーカブー
新潟県五泉市

五泉市及び近隣地域にお

ける困難な状況にあるひ

とり親家庭の為の緊急食

糧支援事業

新型コロナ禍により、経済的社会的に困難な状況に追い込まれている頼り先が

少ない五泉市及び近隣地域のひとり親化手及びそれに準じる状態の子育て家庭

に対する迅速な食糧支援を実施。上記活動を拡充するにあたり資機材を購入す

る。

300,000

8
南魚沼市社会福祉協議

会
新潟県南魚沼市

ひとり親世帯に対し、地

域の食堂で使える地域応

援券を配布

児童扶養手当を受給しているひとり親生体に対し、市内の飲食店で使用できる

地域応援券を配布する。
300,000

9 聖籠町社会福祉協議会 新潟県聖籠町

自宅で留守番している子

供たちのためのお弁当配

食事業

共働きなどの理由で子どもたちだけで留守番をさせている保護者を対象に、カ

レー弁当を自宅まで配達する。
20,000

「赤い羽根 子どもと家族の緊急支援 全国キャンペーン」助成決定団体一覧

新潟県共同募金会

令和 ３年　3月　8日 現在

№ 団体名 住所
決定内容



活動名称 活動概要 助成額
№ 団体名 住所

決定内容

10

特定非営利活動法人母

と子の生命をつなぐ

オーバージーン

新潟県新潟市

OHANA食堂に通ってく

る子ども達、ひとり親家

庭の子ども達のための配

食。通うことが難しい家

庭へのお弁当の宅配事業

子ども達、ひとり親家庭の子ども達、コロナウイルスで苦境におかれている家

庭の子ども達、保護者の方に毎週水曜の午後新潟市で居場所と食事を提供（子

ども、シングルファザー・マザーは無料）受け取りに来ることが難しい子ども

たちや家庭、高齢者には宅配で対応。

居場所の開催が困難な場合はお弁当を配布。また併せて相談支援活動を実施。

300,000

11
特定非営利活動法人

フードバンクにいがた
新潟県新潟市中

困難な状況にある母子家

庭及びこども食堂や支援

機関への緊急食糧支援事

業

フードバンクを通し県内の生活困窮者やひとり親家庭への食品支援に参画する

市民、企業等を対象に「県下一斉フードドライブキャンペーン」を実施。キャ

ンペーン期間は10月の1ヶ月とし、そのためにポスター、チラシの製作、配付

を9/1～9/30までの間で実施。

集まった食品は社協などを通じ生活困窮者やひとり親家庭へ配布される。

300,000

12

特定非営利活動法人新

潟県ゲートキーパー協

会

新潟県新潟市

新型コロナ感染下で困難

な状況にあるひとり親家

庭親子のメンタルケア事

業

新型コロナ感染下で、経済的・社会的に困難なひとり親家庭親子を対象に、親

子のリフレッシュの場づくりとして無料のママカフェを開催。無料の保育をつ

かママたちだけでのおしゃべりの場を創出するとともに保育では読み聞かせや

ゲーム、おやつタイムを設け子どもたちのリフレッシュを図る。場所は三条市

を予定。前回の助成を受けて開催したママカフェには大勢の親子の参加を得、

2回目の実施の要望も多かったことから今回申請した。

300,000

13
一般財団法人新潟市母

子福祉連合会
新潟県新潟市

ひとり親家庭の為のお弁

当支援事業

新潟市在住のひとり親家庭に家族数のお弁当を新潟市総合福祉会館1階食堂ぽ

ぷりで作ってもらい配布する。
300,000

14 子どもみらい食堂 新潟県長岡市

「子どもみらい食堂」に

通ってくる子ども達や子

育て世帯、地域の方々へ

のお弁当による生活支援

や、子どもたちへの学習

支援

コロナによる休校や分散登校、給食休止、夏休み短縮で困り感を覚えている子

育て世代・地域の方々を対象にお弁当をこども食堂と同価格で提供し、開催回

数も増やす。フードバンク等の協力で保存できる食材もパントリー形態でお土

産として渡し、生活を支援する。第2、第4土曜に開催。また、同様に塾に行か

せることができない困り感を抱えている方に対し、近隣の大学生塾講師やボラ

ンティアなどと共に学習支援を行う。

300,000

15
新潟県フードバンク連

絡協議会
新潟県三条市

困難な状況にあるひとり

親家庭のための緊急食糧

支援事業

新型コロナ禍で急激に経済的・社会的に困難な状況に追い込まれている頼り先

が少ないひとり親家庭に対する迅速な食糧支援を可能にするため、「新型コロ

ナ緊急対策子どもの未来応援プロジェクト」を立ち上げた。約1,000件のひと

り親家庭を対象に4か月で40トンの食糧支援を実施。また活動従事者として保

育士、看護師、カウンセラー,ゲートキーパー等を配備し戸別訪問、ヒアリング

時にメンタルケアや生活状況を見守り、必要な場合は専門機関に繋げ子どもの

虐待や自殺予防にも寄与する。

300,000

16 フードバンクさんぽく 新潟県村上市

新型ウイルス感染禍で経

済的に困窮する村上市内

のひとり親家庭に配るた

めの食糧保管用大型冷蔵

庫整備事業

新型ウイルス感染症拡大の影響で、経済的に困窮する村上市内のひとり親家庭

を対象に、お米や野菜・冷凍食品等の食品を無償で緊急支援するため、設立。

県フードバンク連絡協議会と連携し、SOSがあった市内や近隣市町村のひとり

親家庭に、直接戸別配達を実施。現在も日々申込件数が増加中である。それら

の配る食品を一時保管するため、食糧保管用の大型冷蔵庫を整備したい。

300,000

17 茶めえ・夜なべの会 新潟県南魚沼市

ひとり親家庭の子ども、

親、高齢者のための配

食・居場所の提供・絵本

の読み聞かせ事業

・ひとり親家庭の子ども、保護者、高齢者に手作りマスクと豆菓子・豆醤油お

こわの提供。

・子ども、高齢者が一緒に過ごす時間として、絵本の読み聞かせ。

・ワークショップ、手を動かしながら気分転換、介護する人、される人の話を

じっくり聞く。ゆっくりした居場所で、おしゃべりやお手伝いなど家族以外と

の異年齢交流を大切にする活動。

281,000


